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ミヒャエル・エンデが
教えてくれたこと

堀内美江黒姫童話館ミヒャエル・エンデ資料監修者・ドイツ文学者

愛知県豊橋市生まれ。シュタイナー教育を日本に紹介し、また黒姫童話館のエンデコーナー
創設にも尽力した、故子安美知子早稲田大学名誉教授に師事。大学院在学中にドイツ・ミュ
ンヘン大学へ留学した際、この恩師に連れられてエンデ氏と出会う。エンデ氏の根本的な考
え方や愛嬌あふれる人間性に触れ、今はその記憶が、自分自身の大きな糧となっている。帰
国後は、日本の黒姫童話館にエンデ氏自身が選んで送り続けた、２千点以上の私的資料整理
を引き継ぎ、完成させた。その記録は『エンデの贈り物』（河出書房新社）として刊行され
ている。現在は教育分野の本業に精進しながら、エンデ氏の作品と思想を伝えることと、子
安美知子氏が残したエンデ氏の資料を整理公開することを、ライフワークとして掲げ、小さ
な活動を重ねている。黒姫童話館では、毎年秋に、童話館のエンデ資料を用いながら、小さ
な読書会も開催している。
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